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1.は じ め に

手良沢山演習林 (以下本林または林と略称する｡)は,昭和43年9月,文部省所管本学赤

穂演習林と農林省所管長野営林局伊部営林署沢山国有林の一部との相互所管智によって本学

に帰属した部分をいう｡

この事昆告は昭和45年4月から8月の問に採集したもののリストで,本林の樹木分布を明ら

かにし,今後の試験 ･研究,実習ならびに森林施業に対する基礎資料に供することを主な日
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的としたが,本学が所有する情理iii習林および凹的演習林と本林との樹木 リス トの対比を付
して (表2),伊那谷北部における樹木の天然分布の様相を知るための一つの手がかりとす

る意途をも含んでいる｡すなわち,上記3演習林は後指の位置図に示すように,天竜川をは

さんで伊那谷の最も巾の広い部分をほぼ損断する位置に分散し,標高 ･地形的に見ると,描

r用品習林は770±10mの平地林,本林は950-1,450mの閲にあって当地方におけるiti山的要

素を備え,また,西駒演習林は1,400から2,700mに及び中央アルプスの一角に在って亜高

山林ないし高山林を形成し,それぞれ植物分布ならびに林業上重要な要素を備えているとい

えよう｡

本林は針葉樹による人工造林率が90%以上に及んでいるにもかかわらず,調査の結果によ

ると,当地方としては広葉樹の種類が豊富な区域に属すると見られるO曳山開発が進むにつ

れて消滅してゆく種類も多いと考えられるため,本林の管理 ･経営にあたっては稀少種はも

ちろん全般にわたって種の保存について充分な留意が望まれる｡

本林受入れ以来重ねてきた島崎 ･林の踏査に塩川の集中的な資料採集を加え,最終的には

馬場を加えた4着による植生分布,碇の分類 ･同定に関する検討を重ねこの報告をとりまと

めた｡広域多種にわたるため万遺漏なしとしないが,他日補完を期したい｡本文記載の体裁

は主に岡本省吾著 ｢原色日本樹木図鑑｣によったが,種の検索は初学の任のため主に集によ

る独自の方法によったものが多い｡なお,採集した標本は手良沢山演習林管理棟の標本重に

収めてある｡

本報告の取りまとめにあたって御指導,助言をいただいた岡本省吾先生並びに記載に当り

参照させていただいた後椙の諸文献に負うところが多く,あわせて厚く御礼申し上げる｡

2.手長沢山演習林の概況

本林は伊那市手良区大字野口地籍,伊那市中心部の北東 10kmに在り,南アルプスの前山

伊那山脈の北部に位し,天竜川の上部小支流棚沢川の庶流をなす｡外周北 ･東側は概ね棚沢

川およびその支流によって伊都営林署沢山国有林に接し,南 ･西側は峯山尾眼によって近傍

の民有林と境している｡林内外には棚沢川に沿った沢山林道 (車道)ならびに主な尾根,釈

沿いの歩道および全林班をコンター沿いに縫う中腹径路があって林内への立入りは使がよ

い｡

伊那山脈は赤石山脈の西側に並走する前山で,いわゆる中央構造線と天竜川との間にあっ

て,本林はその北部に位し中山性の山地であるO-部の急斜地を除けば概ね250-350の中

庸な斜面が多い｡標高950-1,450mの間にあって,7林班および8林班を除くと地形は複

雑で,山脚は短かいが各種方位の林地が存在する｡

基岩はすべて花嵩岩質 (花尚岩および花置片麻岩)をもって構成され,表土はその風化生

成による砂田土壌とこれを含んだ火LLl灰賃土壌とが相半ばし,土性はやや深いが透水性に富

み乾燥しやすい｡

気象資抑 ま観測の歴史が浅いためn':-細 ま明らかでないが,当地方の軋 L】的な要素が強く,

主方位が南面であることなどによって,本学構内 (標高770m)と比べて気温がややひくい

ほかは,大差が無いように思われる.lH''林署所管当時の資料によると,年平均降水量1,400



島崎･塩川･馬場 ･林 :手艮沢山演習林樹木誌

表1 手良沢山浜習林気象観測資料 (1969.1-1970.8)

気 温(oC)

謁 遣 最 高 最 低 (mm) (m) 岨蒜

降水量 降雪量 詔 歪

1969.1 -1.4 14.5 -13.0

2 -1.8 14.0 -12.5

3 0.1 18.0 -12.5

4 8.2 26.5 -4.5

5 13.2 28.0 -1.0

6 14.7 25.0 2.0

7 19.4 28.5 12.3

8 19.5 30.5 10.4

9 16.2 27.0 4.1

10 8.9 19.5 -3.1

11 3.1 17.6 -8.5

12 -3.8 10.6 -10.0

小計

57 135

107 140

109 687

127 19

92 0
237 0
177 0
202 0

1LJ3 0
49 0
36 0
64 96

1,400 1,377
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mm内外,初霜10月下旬,終霜5月初旬,初雪11月下旬,終雪3月下旬,積雪量30-50cm

となっている0本学の行なった林l畑こおける昭和44年1月～45年8月までの観測資料は表i
のとおりである｡

本林は前にも記したように,面積218.86haの90%以上が人工針葉樹林 (ヒノキ36%.ア

カマツ25%,カラマツ26%,スギ2%)によって占められているが,2,4林班および3林

班の一部を除いて林令15年生以下の若い造林地である｡元来おもに尾根筋に分布する天然生

アカマツにコナラ,サクラ類,カエデ類,カンパ類,ブナ類などを混じえた薪炭林が多く,

薪炭,パルプ材の供給を目的とした経営がなされていて,跡地の更新もヒノキの適地を除い

て,天然更新による広葉樹林 (天然生アカマツがかなり混生していた｡)が主体であった｡

昭和30年以降になって跡地の更新は専ら針葉樹 (特にカラマツ, アカマツによる｡) の人工

造林に限られるようになり,現在広葉樹を混じえた往時の林相は2および3林班の一部に見

られるに過ぎない｡

このような林種の急激な転換は天然生樹種の更新,分布に大きな変化を与えてはいるが,

この托告に見られるよ うに自生種の現存数は53科108属195種に及び,近傍の植生分布と対

比すると,種数の増減はあまりなかったように考えられる｡しかし,次に掲げるいくつかの

種は個体数が単一または趣く稀にしか発見されなかったもので,保存 ･増殖などの配慮が必
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要であろう｡

イワガラミ,ウダイカソバ,エゾノコリンゴ,エビズル,オガラパナ,オヒョウ,オ ノオ

レカンバ,カツラ,カラコギカエデ,辛-ダ,コウゾ,サイカチ,ザイフリボク,サビバナ

ナカマ ド,サワダツ,シラキ,ダケカンノ㍉ ダムシノ㍉ ツルアジサイ, トチ,ナツグミ,ヒ

トツバカエデ,フジウツギ,ブナ, ミツデカエデ, ミネカエデ,メギ,メグスリノキ,ヤ ド

リギ,ユクノキ｡

なお,これらのほか分布を明らかにしておいた方がよいと思われるものを含めて付図に略

記号を用いて所在位置を示しておいた｡

参 考 文 献

1. 小 泉 秀雄 上伊那郡組物誌 昭5
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●
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3.樹 木 誌
＼

GYnmOSPERMAE 裸子植物

本林内自生種は決の5種に限られる｡現存の植栽種を付記したが,今後試験研究 ･教材･

造園などの用に供する目的で種の増加が予想される｡

CEPHALOTAXACEAE イヌガヤ科

CEPIIALOでAXUSSIEB.etZUcc. イヌガヤ属

C.harringtonlaK.KocH イヌガヤ
人工林にほとんど見られないが,隣接林分から推すと,元来天然生林の山足部にかなり多

かったものであろう｡

PINACl弓AE マツ科

AI;IESMILL. モミ属

A.homoleplsSIEB.etZUcc. ウラジロモミ

天然生林が多かった時代には全林にわたってかなりの分布が見られたが,人工林化によっ

て一部を除き幼樹を散見するに過ぎない｡次のツガとともに8林班対岸の国有林に多い｡そ

の1株は胸高直径1m余りに達す｡

TStJGACARR. ツガ属

T.sieboldilCARR. ツガ

ウラジロモミと混生するが,2は (2林班は小班の略,以下同じ｡)を除いて稀｡

PINUSLINN. マツ属

P.denslfloraSTEB.etZUcc. 7カマツ

本林内全域の尾眼筋に極めて旺盛な天然更新が見られ (面積25haに及ぶ),生育良好で樹

高20m余りのものが稀でない｡20年生以下の人工植栽林約30ha｡2針葉｡

CUPRESSACEAlヨ ヒノキ科

JUNIPERUSLINN. ビャクシン属

J.rlgldaSIEB.etZUcc. ネズミサシ

林内各所,やや乾燥地に多い｡

(付) 人工植栽種

PINACEAE マツ科

PICEAA.DIETR. トウヒ属

P.abiesKARST. ドイツトウヒ

3ほ見本林｡
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LARIXMILL. カラマツ属

L.teptoleplsGoRDON. カラマツ

45年生以上6ha,20年生未満40ha,落葉高木,生育良好｡

CEDRUSLJNK. ヒマラヤスギ属

C.deodaraLoUD. ヒマラヤスギ
管理棟庭園木｡

PmUSLINN. マツ属

P.koraienslsSTE石.etZUcc. チョウセンマツ

管理棟付近に樹齢20年生ぐらいのもの1株,5針葉｡

P.thunbergllPARL. クロマツ

3ほ見本林,2針葉｡

P.rfgidaMILL. リキダマツ

同上, 3針葉,北米原産｡

P.stroZIuSLINN. ストE)一丁マツ

同上,5針葉,カナダおよび北米原産o

P.sylt)estrlsLINN. ヨーロッパ7カマツ

同上,2針葉,欧州全域,シべリヤに分布,Scotchpine.

TAXODIACEAE スギ科

CRYPTOMERIAD.DON ス半屈

C.japoTu'caD.DON スギ

4林班内沢ぞいに植栽したもの2.5ha,林齢40年,生育良好｡

CUPRESSACEAE ヒノキ科

CIIAMAECYPARISSpACH ヒ/キ属

C.ObtusaENPL. ヒノキ

30年生以上33ha,未満40ha余り,生育良好｡

C.pisiferaENDL. tf.T75

30年生以上のヒノキ林に稀に混在｡

THUJALINN. ネズコ属

T.orientausLTNN. コノテガシワ

管理棟生垣用｡

JUNIPERUSLINN. ビャクシン属

J.chinenslsLINN. ビャクシン

管理棟庭園用,園芸品種たる全形球形をなしクマイブキと称されるもの｡
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●

ANGIOSPERMAI∃ 被子植物

本林管理棟付近に植栽された数種を除きすべて自生晶,ただし,過去において人工によっ

て植栽されたもので,その後天然更新によって増殖したと思われるもの数種あり,文中に特

記したo自生晶190種中常緑種はソヨゴおよびヤドリギの2種のみ｡

I)ICOTYLEDONEAE 双子薫類

SALICACEAIヨ ヤナギ科

POPULUSLINN. ハコヤナギ属

P.sieboldlMIQ. ヤマナラシ

葉の上而即 犬,葉身の基部に腺1対,木杯内陽向尾根筋に普通に見られるo

SALIXLINN. ヤナギ属

葉は対生状で丸みを帯び,基部は円または心形｡････.･-･････.･-- ･･･--.･イヌコリヤナギ

葉裏初め短毛あるが後ほとんど無毛,浅緑白色.･･-･････-- ･････--- -･.･･･オノエヤナギ

禁裏絹自毛多し｡ ネコヤナギ

葉裏粉白色,若葉に伏毛あるが成業はほとんど無毛o･- ･･･････-･･････.･-･････-カワヤナギ

葉裏綿毛密布o バッコヤナギ

S.integraTHUNB. イヌコl)ヤナギ

林内各所｡

S.sachalinensisFR.ScHM. */I++#

S.gracitistytaMTQ. ネコヤナギ

前程とともに林内沢筋の陽向水湿地,群落をなすことが多い｡

S.gllglanaSEEM. カワヤナギ

3に,個体数は少ない｡

S.bakkoKIMURA Jt･･J=++辛

林内各所｡

JUGIJANDACEAE クルミ科

JUGLANSLINN. オニグニミ属

J.maTulschuricasubsp.sieboZdiana(MAXIM.)KITAM. オニゲルミ

元来植栽種と思われるが1-5林班山足部に成木,椎幼樹混生｡

PTEROCARYAKUNTH. サワゲルミ屑

P.rhoifotiaSIEB.etZUcc. サワゲルミ

1いおよび8林班隣接国有林に群生｡

BETULACEAE カバノキ科

CARPmUSLINN. クマシテ属

葉卵状長楕円形,基部はやや心形か円い.側脈は本属中最も多く20-24対｡
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葉卵形または長卵形,基部いちじるしく心形,側脈15-20対O-･- -･･･････-･･-サワシ.,i
C.japonicaBLUME クマシテ

林内各所に散見o

C.cordataBLUME サワシパ

林内日際の沢ぞいに普通〔

CORYLUSLINN. ハシバミ属

C.sleboldianaBLUME ty/^シバ:

各所に多し,果実を食すo

IIETULALINN. シラカンパ捕

集本属中最大,基部明らかに心形,若木の葉は一般に多毛であるが老木では無毛のものが

ウダイカソバ

葉3角状広卵形,側脈6-8対,幼時を過ぎると樹皮粉白色｡---･-----シラカンパ

葉はシラカンパに比べ鋸歯･側脈が明瞭,側脈7-12対,樹皮は帯褐色または灰褐色.
ダケカンバ

葉狭卵形または卵形,幼時有も 下面脈上有毛,樹皮暗灰色平滑,サクラの皮に似る∩耕

皮,枝に傷つけるとサロメチ-ルの香がする｡

B.maximowlczL'lREGEL ウダイカンパ

(サイ-ダカンパ)4は,8ろ,個体数は極稀｡

B.pLatuphyllaSUKATCHEVvar.japonica(MIQ.)HARA シラカンパ

林内各所.

B.ermaniCHAM. ダケカンバ

4は尾根筋に1株o

B.grossaSIEB.etZUcc. ミズメ

(ヨグソミネバリ)6ほ,多からず｡

な33-,7林班隣接国有林に B.schmidtliREGEL オノオレカンバ の大径木 1株を認め

た｡

ALNUSMILL. ハンノキ属

根に根橋を生じ空気中の窒素固定作用あり,肥料木,砂防植栽などに用う｡

ヤシャブシに似るが枝葉に毛の多い柾｡ ミヤマヤシャブシ

葉はほとんど無毛で大きい,長さ10-15cm,rh7-10cm｡ --････････････-ヤマ-ンノキ
葉は前程に比べて小さく,葉柄や葉の裏面に毛があるO･････････-･･･-コバノヤマ-ンノキ

A firmavar.hiT･teltaFRANCH.etSAV. ミヤマヤシャ7シ

林内中腹以上の各所に普通｡

A.hirsutavar.SibirlcaC.K.ScHNETD, ヤマハンノキ

林内に散在,稀｡

●
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A hlrsutavar.microphyllaKUsAKA コバノヤマハンノキ

(ダニガワノ､ンノキ)植栽と思われるもの,4い尾根筋,1ほ国有林界｡

FAGACEAE 7ナ科

FAGUSLINN. ブナ属

成業はほとんど無毛,側脈7-11対｡
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成葉でも下面に長い軟毛あり帯白色,側脈10-14対o･･-･-････････････-･--･･-1ヌブナ

F.crenataBLUME 1+

2に,稀｡

F.japonicaMAXIM. イヌブナ

近隣の林分から推して元来は全林にわたってかなり多く分布していたと思われる｡1林班

造林地内に小径木多し｡

QUERCUSLTNN. コナラ属

Q.acullsslmaCARR. クヌギ

木杯低郡に稀,当地方の上部限界か｡

Q.mongoEIcaFISCH.var.grosseserl･ataREND.etWILS. ミズナラ

林内尾根筋に散在｡

Q.serrataTHUNB. コナラ

本林内広葉樹高木中分布最も多く,特に陽向開放地に旺盛な更新が見られる.

CASTANEAMILL. クリ属

C.C7･enataSIEI】.etZUcc. クリ
葉クヌギに似るが錯歯の先端まで緑色を呈することにより区別できる,コナラに次いで林

内各地に見られる｡

ULMACEA耳 =レ科

UL肌 SLINN. =レ属

U.davldianaPLANCHONvar.japonica(REHD.)NAKAT OIL,=L'
7はに群生,そのほかは稀｡

U.lacinlata(TRAUTV.)MAYR オヒョウ

1林班沢ぞいに1枠｡

ZELEOVASpACH ケヤキ属

Z.ser71ata(THUNB.)MAKTNO qf+
林内各所に散見,大径木は稀｡

CELTISLINN. エノキ属

C.jessoenslsKoIDZ. =lJ=/+
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ェノキに比べやや明らかな内曲する鋸歯が葉縁の基部近か くまで (先端よりiぐらいま

で)ある,黒熟果実を食す,各所に散見.

MORACEAE クワ科

MORUSLINN. クワ属

M.albaLINN. クワ

林内佐郡の沢ぞい各所｡

M.bombycisKoIDZ. ヤマグワ

クワと比べ葉うすく光沢がほとんどない,葉の切れこみは片方に限られることが多く,不

正の鋸歯あり, 1-6林fJf沢ぞに多く径 10cm を超えるものが稀でない｡

BROUSSONETIAVENT. コウゾ属

B.kazlnoklSIEB. =r)lJ

樹皮は強籾で和紙の原料,若葉を除いてほとんど鐸歯の切れこみがない∩3にに1棟へ

SANTALACEAE ピャクダン科

BUCKLEYAToRR. ツクバネ属

B.tanceotata(STEB.etZUcc.)MIQ. ツクバネ

7林班隣接国有林に散見｡

I.ORANTHACEAE ヤ トリギ科

VISCUM LINN. ヤ ドリギ属

V.albumLINN.var.cOloratum(KoMAR.)OHWI. + FllJ半

本林内外のクリの老木に寄生,稀｡

TROCIIODEND RACEAE ヤマグルマ料

TROCIIODEND RONSIEB.etZUcc. ヤマグルマ属

T.aralloldesSIEB.etZUcc. ヤマグルマ

管理棟前庭に植栽1種,常緑｡

EUPTELEACEAI… フサザクラ科

EUPTELEAS工EB.etZUcc. フサザクラ属

E.polyandraSIEB.etZUcc. 7サザクラ

林内沢ぞいに点在,2いにn'-:生する｡

CERCⅡ)IPHYLLACEAE カツラ科

CERCIDIPHYLIJUM STEB.etZUcc. カツラ属

C.japonicumSIEB.etZUcc. カツラ

2いに1株を見る｡

●
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LARDIZAIiALACEAE アケビ科

AXEBIADECAISNE アケビ属

A.quinata(THUNB.)DECNE. アケビ

A.trlfoliata(THUNB.)KoIDZ. ミツパ7ケピ

A pentaphyllaMAKINO ゴヨウ7ケピ
蔓性木本,前2種の雑種と考えられるもの,ノト葉は普通5枚であるが3-4枚のものを

音昆じえるoアケビと異なり,小葉に波状縁のものが見受けられる｡

3種混在し林内各所に多く,緑葉をつけて越冬するものを見受ける,果実を食すn

B丑RBERIDACAE メギ科

BERBERISLINN. メ半屈

B.thunbergilDC. メギ

各所に点在｡

MENISPERAnCEAE ツツラフジ科

COCCULUSDC. 7オツヅラフジ属

C.trltobus(THUNB.)DC. 7オツヅラ7フジ

蔓性,林内各所｡

AnGNOLIACEAE モクレン科

MAGNOLIALINN. モクレン属

bt.oboz)αtaTHUNB. ホオノ串

柿内各所に多し,2ろに大径のもの数株｡

M.kobusDC. コブシ

極稀,5へ｡

M.salicifoTla(SIEB.etZUcc.)MAXIM. タムシバ

極稀,1に｡

SCHISAND RAMICHX. マップサ属

S.nigraMAXIM. マツ7サ

藤本,果実を食す,各所に散見｡

LAURACEAlヨ クスノキ科

I.m ERATHUNB. クロモジ屈

L.obtusilobaBLUME. ダンコウバイ

林内各所に普通｡

L.umbetlataTHUNB. クロモジ

林内各所｡

L.umbellatasubsp.membranacea(MAXIM.)KITAM. オオバクロモジ
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前柱と比べ票大型で光沢がない,分布は前柱に漏り散見｡

PARABENZOINNAKAI シロモジ属

P.p7'aecox(STEB.etZUcc.)NAKAT 77ラチャン

林内各所に普通に見られる落葉低木｡

SAXIFRAGACEAE ユキノシタ科

SCIIIZOPHRAGMASIEB.etZUcc. イワガラミ属

S.hydrangeoldesSIEB.etZUcc. イワガラミ
1に,稀｡

HYDRANGEALINN. アジサイ属

H.panicutataSTEB. /J)r)ty半

林内各所に普通｡

H.petEolarisSIEB.etZUcc. ツル7ジサイ

木林内に見当らず,7林班隣接国有林に稀｡

H.involucrataSIEB. クマ7ジサイ

H.serrataSERTNGE ヤマ7ジサイ

前程と沢ぞい各所に群生o

H.hlrta(THUNB.)STEB. コアジサイ

林内全域に散在｡

PHILAI)ELPIIUSLINN. バイカウツギ属

P.satsumlSIEB. パイカウツギ

林内各所,多からず｡

DEUTZIATHUNB. ウツギ属

D.crenataSIEB.etZUcc. ウツギ

樹林下,開放地ともに多し｡

RIBESLINN. スケリ属

R.SenanenseF.MAEKAWA スケリ

低部の沢ぞいに稀に見る｡

HAl旺AblEIJDACEAE マンサク科

IIAMAMELISLTNN. マンサク属

H.japonicaSIEB.etZUcc. マンサク

各所に散見o
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ROSACEAE バラ科

STEPHANANDRASIEB.etZucc. コゴメウツギ属

S.inclsa(THUNB.)ZABEL. コゴメウツギ

各所に散見O
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●

SPIRAEALINN. シモツケ属

S.japonicaLINN,f. シモツケ

同上｡

KERRIADC. ヤマ7半屈

K.japonicaDC. ヤマ7キ

山足各所にやや群生｡

RtJBUSLINN. キイチゴ属

R.crataegifoliusBuNGE クマイチゴ

沢ぞいの陽向開放地に多数群生.

R.pαlmatusTHUNB.var.COPtOPhytEus0.KUNTZE モミジイチゴ

(キイチゴ)林内の陽地に多Ln

R.pTzoenlcolasiusMAXTM. エビガライチゴ

3にはか,稀｡

R.parvifolilESLTNN. ナワシロイチゴ

路傍に散見｡

R.mesogaeusFocKE クロイチゴ

7-8林班路傍に稀｡

いずれも果実を食す｡

土＼

ROSALINN. パラ属

R.multifloraTHUNB. ノイパラ

林内各所｡

R.wlchuralanaCREP. テリハノイバラ

前種と比べ葉に光沢あり表裏とも無毛,陽光地に多し｡

R.luciaeFRANCH.etRocHEBR. ヤマテリハノイパラ

前程と比べ菓質うすく表面の光沢も少なく,先端の小栗の先が長く尖るo果実の先には落

花後も大きな琴が残る｡前種に混じって散見する｡

PRUNUSLINN. サクラ属

P.salicinaLINDLEY スモモ

植栽,壮令のもの1株,中田原産,スモモの変種で果実の大きい-タンキョウと称される

ものであろう｡
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A 密腺は葉身の下部または基部にあり不明瞭,葉は単純鋭細鋸歯縁｡

葉は長楕円形で,若い枝は掲紫色を呈す,総状花序で花輔 二は葉をつける｡

ウワミズザクラ

葉は長楕円形で,若い枝は灰褐色を呈す,総状花序で花帥 こは薬をつけないo

イヌザクラ

B 密腺は葉身下部または基部にあり,明瞭なものと不明瞭のものが同一個体中にあり,葉

は鈍い重鋸歯か欠刻状重鋸歯縁.

葉の両面に軟毛を密生し葉柄の毛は立つ,葉の先端は尾状に長く尖る,花柄は短かく散形

花序で2-3佃の花をつける｡ チョウジザクラ

葉の両面に伏毛があり先端は尾状に短かく尖がる,花柄は長く総状花序で4-7個の花を

ミヤマザクラ

C 密腺は葉柄上で稀に葉身の基部につく,葉は鋭い鋸歯と鋭い重鋸歯縁o

葉の裏面は白色を帯び光沢がなく,葉は厚く,長さ8-12cm,幅4-6cmO-ヤマザクラ

葉の裏面は緑色を帯び光沢があり,葉は薄い｡長さと巾はヤマザクラに似るO

カスミザクラ

葉の裏面は白色を帯び両面に伏毛があり,先端は細長く尖る,長さ5-9cm,巾2.5-4

エ ドヒガン

P.grayanaMAXIM. ウワミズザクラ

P.buergerianaMIQ. イヌザクラ

4林班民地界に1株を見るo

P.apetala(SIEB.etZUcc.)FR.etSAV. チョウジザクラ

P.maximowicziiRUpR. ミヤマザクラ

P.sargentllREND.subsp.jamasakura(SIEB.)OHWl ヤマザクラ

P.lanneslana(CARR.)WJLS.subsp.verecunda(KoIDZ.) OHWI カスミザクラ

P.pen血Ia(MAXIM.)formaascendens(MAKINO)OHWI エ ドヒガン

イヌザクラを除き林内各所に多い｡

CIIAENOMELESLINDL. ボケ属

C.japonica(THUNB.)LINDL. クサボケ

木杯内車道の路傍に稀,群生する｡

MAI.USMILL JJンゴ属

M.baccataBoRKH.var.mandshurica(MAXIM.)C.K.ScHNETD.エt/ノコリンゴ

葉はやや革質でさけない,果実は径約8mm,管理棟付近に2株,1い,2いに各1株｡

M.sleboldl.i(REGEL)REHD. ズミ

(コナシ)若株,若枝の葉は3-5裂する｡果実は往5mmぐらい｡

PYRUSLINN. ナシ属

P.pyrifolia(BTJRM.f.)NAKjuvar.Culta(MAKINO)NAKAI +･>

●
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捨てた果実からの実生と思われるもの1株｡

AMELANCHIERMEDIK. ザイ7リボク属

A asiatica(STEB.etZUcc.)ENDL. ザイ7I)ポク

6林班尾根筋に1株を見る｡

POURTHIAEADECNE. カマツカ属

P.I)lllosa(THUNB.)DECNE.var.laeuls(THUNB.)STAPF カマツカ

(ウシコロン)林内各所に普通｡

SORBUSLINN. ナナカマド属

S.commixtaHEDL.var.rufo･ferl･ugineaC.K.ScHN. サビバナナカマド

1林班に1株を見る｡

S.alnifolia(SIEB.etZUcc.)C.KocH 7ズキナシ

(-カリ＼メ)林内中腹以上の尾根筋に多い｡

S.japonわa(DECNE.)HEDL. ウラジJ3ノキ

陽向尾根筋に散見,6･7林班界付近ではやや多い｡

LEGUMINOSAE マメ科

GLEDITSIALINN. サイカチ属

G.japo17lcaMIQ. サイカチ

低部沢ぞいに成木10数株が目立つ｡周辺路傍に幼樹の更新を見る｡
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CLAI)RASTISRAFIN. フジキ属

C.sikokiana(MAKINO)MAKINO ユク/辛

フジキに似るが柴裏粉白色で冬芽は自紙状の袋を/)こき,網状脈は目立たない,6ちに1株o

IJESPEI)EZAMICHX. ハギ属

L.cyrtobotryaMIQ. マJt,Jくハギ
花序は葉よりも短かく,琴歯の先は硬化し針状となるo

L.bicolorTURCZ.formaacuilfollaMATSUM. ヤマハギ

花序は葉より長く,最下部の琴裂片が長い,葉の先端は凹むものが多い｡

前種とともに林内のやや乾燥地に散見｡

PUERARIADC. クズ属

P.tobata(WILLD.)OHWI クズ

藤本,林内沢ぞいの若い造林地に多いo

mDIGOFERALINK. コマツナギ属
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Z.pseudo･tinctoriaMATAUM. コマツナ半

開放した乾燥地に見かける｡

WISTERIANuTT. フジ属

W.ftorL'bunda(WILLD.)DC. フジ

藤本,蔓封ま右まき,林内各所にあって造林木に巻きついて加害する.

ROBINIALTNN. ハリエンジュ属

R.pseudo-acaciaLINN. ハリエンジュ

(ニセアカシャ)北米原産,定着痘,3い,5へに群生｡

R.pse比do-acaciaLINN.formabessonlaTta(NICHOLS.)Voss チントウ トゲナシ

(トゲナシニセアカシャ)刺を欠く,前柱に稀に混生o

RUTACEAIヨ ミカン科

ZANTHOXYLIJM LINN. サンショウ属

Z.plpeT･itum(LINN.)DC. サンショウ
葉の基部両側に托葉の変化した針があり,小乗の油点は15以下,林内各所に見られるが太

いものは少ない｡

Z.piperitumDC.formainel･tTW (MAKTNO)MAKTNO 7サクラザンショウ

前柱に似るが針を欠く,両者とも葉は特有の香があり芙とともに料理に用う｡3にに1株

を見る｡

Z.schinlfoliumSIEB.etZUcc. イヌザンショウ

針は幹や枝に不規則につき,小葉の滴点はサンショウより小さく20以上,香は青くさい,

林内各所｡

ORIXATHUNIi. コクサギ属

0.japoIllcaTHUNB. コクサギ

各地に散見するが3林班沢ぞいに群生｡

PHELLOI)END RONRUpR. キハダ属

P.amurenseRUpR. キハダ

皮層は鮮黄色を呈しいちじるしく苦味,果実とともに健胃剤に用う,点在｡

SIMAROUBAGEAE ニガキ科

PICRASMABLUME ニガキ屈

P.quassioldes(D.DoN)BENN. ニガキ

茎葉はすこぶる苦く薬用,稀に点在｡

EUPHORBIACEAE トウダイグサ科

●

●
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SAPrUM P.BR. シラキ属

S.japonicum(SIEB.etZUcc.)PAXetHoFFM. シラ辛

枝葉を切ると白い乳液を出す,伊郡谷に稀,3に,4ろに散見｡

ANACARDuCEAE ウルシ科

RHUSLINN. ウルシ属

R.chEnenslsMILL. ヌルデ

沢ぞいに散在｡

R.trlchocaT･PaMIQ. ヤマウルシ

林内各所に散在,人によってかぶれる｡

AQUIFOLIACl∃AE モチノキ科

mEXLINN. モチノキ属

Z.macropodaMIQ. 7*^タ

各地に散見する｡

Z.pedunculosaMIQ. ソヨゴ

滞縁種,やや乾燥地に散在｡

CELASTRACEAE 二シキギ科

CELASTRUSLINN. ツルウメモ ドキ属

C.orbiculatusTHUNB. ツルウメモ tiキ

蔓性の低木,全域に普通に見られる｡

EUONYMUSLINN. ニシキギ属

E.atatus(THUNB.)STEB. =･>+#

小枝にコルク質の翼が発達する,点在｡

E.sieboldianusBLUME マユミ

小枝は緑色で従に自条あり,稀に点在｡

E.metananthusFR.etSAV. サワダツ

2ろに稀｡

E.oxyphyllusMIQ. tyrJJt+

各所に散在｡

STAPHYI.EACEAE ミツパウツギ科

STAPIIYLEALTNN. ミツバウツ半屈

S.bELmalda(TfIUNB.)DC. ミツバウツギ

主に沢ぞいの開放地,群生することが多い｡

ACERACEAE カニデ科

15
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ACERLINN. カエデ屈

A 葉は分裂しない｡

葉の基部は深い心臓形で倒卯状円形,長さ8-12cm,巾8-15cm,波状鈍鋸歯縁o

ヒトツバカェデ

葉の基部は円形に近く卯状長楕円形,長さ8-12cm,巾4-6cm,机脈は20対内外,鋭

重鋸歯縁｡ チ ドリノキ

薬の基部は円形,三角状卵形,長さ5-8cm,｢†了2-5cm, 深い不規則なクく刻状重鋸歯

カラコギカニデ

B 葉はほとんど分裂しないが時に浅く3つに分裂する｡

葉の基部は円形,長さ3-6cm,巾3-4cm,樹皮は緑色にT-r.%色条班がある,鈍い銀歯

ウリカニデ

C 葉は浅く3または5裂する｡

葉の基部は円形か心臓形,柔 ･枝の幼時に褐色毛あるが後無毛,葉柄は赤色で葉脈の別れ

目に膜がある,不整鋭紬鋸歯緑｡ ソエカニデ

前種に似るが葉の裏に褐毛残る,枝皮は緑色で平滑無毛,重鋸歯緑｡--ウリ-ダカエデ

D 葉は掌状に分裂し,鋸歯がほとんどない｡

集の基部は心臓形,浅く5-7裂する｡ イタヤカニデ

葉の基部は平に近く先端は尾状に鋭く尖り,深く5-7裂する｡-･--- ･-アサヒカエデ

E 葉は掌状葉で,鋸歯がある｡

5裂で葉の基部裏面に赤い毛があり,中央の裂片はコミネカエデより短かく鋭く尖り,欠

刻状重鋸歯縁｡ ミネカエデ

5-7裂,葉 ･葉柄･枝ともに無毛で,鋭細鋸歯緑｡---- -･---･-･･･-イロノ､モミジ

5-7裂,葉は表面無毛,裏面は特に淡褐色の毛を密生,クく刻状鋭鋸歯縁｡-オガラバナ

5-7裂,葉の表面無毛,裏面は短毛がばらっく,重鋸歯縁｡- - ---･アサノ-カエデ

7-9裂,葉 ･葉柄 ･枝ともに無毛で,韮銀歯または/̂刻状の重鋸歯縁o･･-･ヤマモミジ

7-9裂,ヤマモミジに似て区別因維であるが,中央の裂片とその両側の裂片との長さが

そろっているもの｡ オオモミジ

7-9裂,柴 ･葉柄に若い時綿毛があるが後葉脈ぞいに残る,葉は小型で長さ巾ともに3

コ-ウチワカニデ

9裂以上,前柱に似るが葉は薄く,裏面に光沢がある,欠刻状重鋸歯緑｡

ヒナウチワカエデ

9-11裂,若葉の表裏に白い綿毛を密生するが,後無毛となり裏面脈ぞいに残る,柴は大

きく長さ巾ともに7-12cm,重鋸歯縁｡ -ウチワカニデ

F 葉は3.tHl複葉｡

葉柄は暗赤色で細く,若枝 ･′ト葉ともに白色の短毛がある,粗描ILlfI-li蒙｡I.･-ミツデカエデ

葉柄は若い時赤色で後縁色になりミツデカェデより太い,若枝 ･小葉ともに褐色の長毛密

生する,不整波状鋸歯縁｡

A distylumSIEB.etZUcc. ヒトツバカエテ

(マルバカエデ)柿,林縁部に散在｡

メグスリノキ

●
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A.carplnlfoliulnSIEB.etZUcc. チ ドリノキ

1林班沢ぞいに多いほか全般に点在｡

A.aidzuense(FRANCH.)NAKAI カラコギカエデ

3ほに2株を見る｡

A.crataegifoElumSIEB.etZUcc. ウリカエデ

林内各地に普通｡

A capiltlLWSMAXIM. ホソエカエデ

柿,4いに1株｡

A rufinerveSIEB.etZUcc. ウリハタカエデ

全域に点在｡

A monoMAXIM. イタヤカエデ

林内各地,本属中最も普通に分布｡

A.monoMAXIM.formadissectumREHD. アサヒカエデ

前種に混じる｡

A tschonoskilMAXIM. ミネカエデ

2ろに1株を見る｡

A.pαtmatunTHUNB.subsp.pαlmatuTn イElハモミジ

全域に散見｡

Acaudatumsubsp.ukurunduense(TRAUTV.etMEY.)KTTAM.- ･･････オガラバナ

4いに1種｡

A.argutumMAXIM. 7サノハカエデ

8い･ろに群生｡

A palmatumTHUNB.subsp.matsumuraeKoIDZ. ヤマモミジ

A.palmatumTHUNB.subsp.amoenum(CARR.)HARA オオモミジ

A sieboldianumMIQ. コハウチワカエデ

A.tenulfolium(RoIDZ.)KoIDZ. ヒナウチワカエデ

A.japoTZicumTHUNB. ハウチワカエデ

以上5種個体数は少ないが全域に散在｡

A.clsslfolizLm(STEB.etZUcc.)K.KocH ミツデカエデ

2い,4ろにそれぞれ1株｡

A nlkoenseMAXIM. メゲスリノキ

8いに1株を見る｡

HIPPOCASTANACEAIヨ トチノキ科

AESCULUSLINN. トチノキ属

A.hL7･binataBLUME トチノキ

隣接国有林の天然生林に大径木を含めて散見するも本林内に見当らず0

SABIACEAE 7ワフキ科
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MELIOSAIABLUME 7ワ7キ属

M.myrlal一fhaSIEB.etZUcc. 7ワ7キ

林内山月掛こ散見｡

ht.tenulsMAXIM. ミヤマハハソ

ヒノキ林樹階下に多く,そのほか散見｡

RHAMNACEAE ク口ウメモ ドキ科

BERCHEMIANECK. クマヤナギ属

B.racemosaSIEB.etZUcc. クマヤナギ

林内路傍に散見,丈夫な蔓性｡

RHAMNUSLINN. クロウメモ トキ属

R.japonicaMAXIM.var.mlcrophyllaHARA コ′り クロウメモ トキ

3ほそのほかに稀｡

R.dahuricaPALL.var.nlpponicaMAKTNO クロツバラ

路傍に散見｡

VITACEAE ブ ドウ科

VITISLINN. ブ ドウ属

V.coignetlaePULLIAT ヤマブ ドウ

本科中葉は最も大型,下面赤褐色のクモ毛を敷く,主に山足の造林地,開放地に多い｡

Y.ficifoliaBUNGEvar.lobata(BUNGE)NAKI エビツル

葉は明らかに3裂し赤褐色のクモ毛あり,5いに散見｡

V.flexuosaTHUNB. サンカクツル

花序に巻ひげなく,葉はほぼ3角状卯円形,各地に散在する｡

以上3種とも果実を食し,果実酒を遣る｡

AMPELOPSISMICHX. ノ7 ドゥ属

A.brevlpe血nculata(MAXIM.)TRAUTV.var.heterophylLa(THUNB.)HARAノ7

ドゥ

葉は掌状に分裂し,枝葉に直立する毛がある｡

葉の切れこみが著しく深い個体あり,formacitruttoldes(LEBAS)REHD.キレハノ7 ドゥ

か,散見｡

TILIACEAE シナノキ科

TILIALTNN. シナノキ屈

T.japonicaSIMK. ･>+/+

林内に散見｡
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ACTmII)IACEAE マタクビ科

ACTmIDIAL7NDL. サルナシ属

A arguta(SIEB.etZUcc.)PLANCH. サルナシ

蔓性,枝の髄は褐色階段状を呈する｡

A.potygama(SIEB.etZUcc.)MAXIM. マタクビ

蔓性,髄は白色で充実している,猫が果実を好む｡

両種とも沢ぞいの林地に普通｡

STACHYURACEAE キ7シ科

STACHYURUSSIEB.etZucc. キ7シ属

S.praecoxSIEB.etZUcc. +7･>

落葉低木であるが著るしい徒長枝がでる｡林内山足部に多い｡

ELAEAGNACEAE グミ科

ELAEAGNUSLJNN. グミ屑

E.multlfloraTHUNB.var.crlspa(MAXIM.)SERVETTAZ ナツグミ

7ろほか,稀｡

LI9

●

ALANGIACEAE ウリノキ科

ALANGIUM LAM. ウリノキ属

A platanifolium(SIEB.etZUcc.)HARMSvar.triloba(MTQ.)KITAMURAウリノ手

沢ぞいの樹蔭地に多い｡

ARALIACEAE ウコギ科

ARALIALINN. タラノキ属

A.etata(MTQ.)SEEM. タラノキ

茎葉の針が少ないものが混じる,若芽を食す,林内各所に見る｡

ACANTHOPANAXMIQ. ウコギ属

A scIGBdophyltoldesFR.etSAV. コシ77ラ

(ゴ./ゼツ)小葉5個の掌状複葉,多からず｡

A.splnosug(LINN.f.)MIQ. ヤマウコギ

ウコギと比べ花序の柄が葉柄より短かい,沢筋の各所｡

KAI｣OPANAXMrQ. ハリギリ属

K.septemtobus(THUNB.)KoTDZ. ハリギリ

(セソノキ)林内散見｡
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CORNACEAE ミズキ科

HELWINGIAWILLD. ハナイカダ属

H.japonica(THUNB.)F.G.DIETR. ハナイカダ

林内樹陸地,山足部にやや群生o

CORNUSLINN. ミズ専属

C.contT･OVerSaHEMSL. ミズキ

若枝,葉が紅色を帯びる個体とそうでないものとがかなり明らかに区別できる,林内に大

小広く分布する｡

C.kousaBUERG. ヤマポウシ

尾根筋のやや乾燥地に散見する,成木は花李に目立つ｡

CLETHRACEAE リョウ7科

CLETHRALINN. リョウ7属

C.barblnervlsSIEB.etZUcc. リョウ7

各所に見られるがあまり多くないo

ERICACEAE ツツジ科

TRIPETALEIASIEB.etZUcc. ホツツジ属

T.paTu'culataSIEB.etZUcc.var.latifoliaMAXTM. ホツツジ

1ほに群生,ほかは稀｡

RIIODODEND RONLTNN. ツツジ属

R.fauriaeFRANCH. ハクサンシャクナゲ

管理棟前庭に植栽,西的演習林産,滞縁o

R.semlbarbatumMAXIM. パイカツツジ

葉柄に脱毛あり,上面の葉脈はしわがよったように見える,尾根筋に多い｡

R.indlcum (L.)SwEET サツキ

植栽,滞縁o

R..kaetnpferlPLANCH. ヤマツツジ

林内全域に分布｡

R.zcadanumMAKINO トウゴクミツバツツジ

1,2林班の尾根筋にやや群生するほかは散見,成葉の毛は目立たない｡

R.japonlcum(A.GRAY)SURINGER レンゲツツジ

葉の下面粉白の var.glaucophyllutnNAKAI ウラジロレンゲツツジを混え開放した尾

根筋に群生す｡

LYONIANuTT. ネジ専属

L.elliptlca(SIEB.etZUcc.)OKUYAMA *･}+
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陽向地に多い｡

ENEiANTHUSLoUR. ドウダンツツジ属

E.campanulatus(MIQ.)NTCHOLS. サラサドゥタン

植栽,西駒演習林産｡

VACCINIUM LINN. スノキ属

V.oldhamiMIQ. ナツハゼ

乾性尾根筋に稀｡

HtTGERIASMALL アクシバ属

H.japonica(MTQ.-)NAKAT 7クシバ

1い･にに稀｡

SYMPLOCACEAE ハイ/専科

SYMPLOCOSJACQ. ハイノキ属

S.coreana(LE∀.)OHWI タンナサワ7タギ

葉は広倒卵形で鎌状に内曲する著るしい鋸歯あり｡

S.chlnenslsDRUCEvar.teucocarpa(NAKAT)OHWrformapltosa(NAKAl)

OHWI サワフタギ

(ルリミノウシコロシ)葉は倒卵形か長倒卵形で枝葉に毛があり,鋸歯は著るしくない｡

両種とも林内に広く分布するO

STYRACACEAE エゴノキ科

STYRAXLINN. エギノキ属

S.japonicaSIEB.etZUcc. エゴノキ
点在｡

S.obassiaSIEB.etZUcc. ハクウンポク

1林班に多いほか全域に散在｡

PTEROSTYRAXSIEB.etZUcc. アサガラ属

P.hlspldaSIEB.etZUcc. オオバ7サガラ

7は,8ろに各1株を見る｡

OI｣EACEAlヨ モクセイ科

LIGUSTRUM LINN. イポタノキ屈

L.Oualifoll'umHASSK. オオバイボタ

葉広按針形または卵形,先端尖り縁に毛がある,2林班沢ぞいに群生を見る｡

L.tschonoskiE'DECAISNE ミヤマイポタ



52 伝州大学虎学部演習林報告 妨7号 (lLJ70)

葉は倒広披針形または長楕円形で両端尖り,葉の両面と小枝に純毛がある｡

L.obtuslfollumSIEB.etZUcc. イポタ

葉は長楕円形で先端は円いか鈍頭｡

前陸とともに林内散在｡

FRAXINUSLINN. トネリコ属

F.lanugl'nosaKoIDZUMIvar.serrataNAKAT コパノトネリコ

(7オダモ)林内各所.

LOGANIACEAE フジウツギ科

BUI)DLEJALINN. 7ジウツギ属

B.japonicaHEMSL. フジウツギ

小枝は著るしい劉 犬の4稜を有し,前年の花序は枯れて残る,樹体に有毒なアルカロイド
を含み人畜に有毒,6い,7はで稀に見る｡

VERBENACEAIヨ クマツヅラ科

CALLICARPALINN. ムラサキシキ7属

C.japonicaTHUNB. ムラサキシキ7

林内各所に多い｡

CLERODENDRONLTNN. クサグ半屈

C.11･lchotomumTHUNB. クサギ

悪暁を放つ,6,7林班の沢ぞいに多い｡

SCROPHULARIACEAE

PAUI.OWNIASIEB.etZUcc.

P.tomentosa(THUNB.)STEUD.

ゴマノハグサ科

キリ属

キリ

植栽,成木後枯れたものあり,1林班沢ぞいに1株｡

RUBIACEAE 7カネ科

PAEDERIALTNN. へクソカズラ属

P.scandens(LoUR.)MERRILLvar.mEZlrel(LEV.)HARA へクソカズラ

沢ぞい陽光地にやや多い｡

CAPRIFOLIACEAE スイカズラ科

SAMBUCUSLINN. ニワトコ属

S.7･aCemOSaSubsp.st'eboldlana(MIQ.)HARA ニワトコ

林内沢すじに散在｡



F77時･塩川･JT;坊 ･林 :手良沢山演習林樹木誌 53

VIBURNUM LINN. ガマズミ属

葉は3裂し基部から3脈をだし柄の上部に1対の密瞳がある｡----･.････- -･･カンボク

葉はほぼ卵形で先は尖り整銀歯緑,葉裏,小枝に軟毛あり｡---･--･-･-ヤプデマリ

葉は小さく下面脈上に長毛あり,やや紫色を帯び,花稜は細くたれる｡･･･オ トコヨウゾメ

葉は小型長卵形で先は尖り,若枝とともに毛が多い,花校はたれ下らない｡

コバノガマズミ

葉は広倒卵形ないし円形で先は短かく急に尖る,低い不整鋸歯緑,下面に瞳点ありo

●

●

成葉は下面脈液にのみ毛を残し無毛となる,葉脈は明瞭で緑に達すo･.････ミヤマガマズミ

V.saygentlKoEHNE カンポク
沢ぞいに普通｡

V.pllcatumTHUNB.var.tomentoSum(THUNl】.)MIQ. ヤプチマリ
1-3林班沢ぞいに散在｡

V.phlebot7･lchumSIEB.etZUcc. オ トコヨウ1/メ

点在｡

V.erosELtnTHUNB. コバノガマズミ

全域に点在｡

V.dilatatumTHUNI】. ガマズミ

林内で普通に見られる｡

V.wrlghtilMIQ. ミヤマガマズミ

林内中腹以上に散見o

ABELIA良.BR. ツクバネウツギ属

A spathuEataSIEB.etZUcc. ツクバネウツギ

1ほに多いほかは稀｡

WEIGELATHUNB. タニウツギ属

W.decora(NAKAI)NAKAI ニシキウツギ

沢ぞいに点在｡

LONICERALINN. スイカズラ属

L.japonicaTHUNB. スイカズラ

蔓性,各所｡

L.morrowllA.GRAY キンギンポク

(ヒョウタンポク)3ほ,4林班尾根筋にやや群生する｡

L.graclllpesMTQ. ヤマウグイスカケラ

′J､枝と乗の表面無毛,裏に毛あり｡

L.graclllpesMIQ.Var.glandulosaMAXIM. ミヤマウダイスカゲラ

葉の両面および小枝に毛あり｡
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前種とともに林内各所に見る,ともに液采を食す｡

RANUNCULACEAE キンポウゲ科

CLl;MATISLINN. センニンソウ属

C.apilf-oliaDC. ボタンズル

葉は対生, 3出複葉,葉柄は長く物に巻つく｡

C.apiiFoliaDC.var.biternataMAKTNO コボタンズル

葉は2回3出複葉｡

両種林内各地に散見,

MONOCOTYLEI)ONEAE 単子葉頬

GRAMINEAE イネ科
SASAMAKINOetSHIBATA ササ屈

S.borE･auS(HA.CK.)MAKINO スズタケ

樹降下,開放地ともに群生地が多いo

LILIACEAE ユリ科

SM王LAXLINN. シオデ属
S.sieboldllMIQ. ヤマガシュウ

蔓茎,山足部に散生｡

S.tl･ineruulaMIQ. サルマメ

樹高30cm以下,やや乾燥地に散見｡

●

●



島崎 ･塩川･馬場 ･林 :手良沢山演習林樹木詰

責2 構内,手良沢山および西駒3演習林の植生対比 (○自生種,㊥植栽種)

55

ミl ･. 冊 ‖'･=侶 ･:紺 .L :･ :一･'.I" ･''!吊 -

イ チ ョ ウ 科

イ チ イ 科

科

料

ヤガ

ツ

メイ

マ

イ

イ

キ

カ

イ

ウ

モ

オ

シ

べ

ツ

メ

ツ

ノメ

コ

マ

ヒ

ツ

ラ

ラ

イ

て

ド

カ

ヒ

ツ

モ

ハ

ラ

カ

ダ

ミ

ヒ

ヒ

ッ

ギ

ウ

ス

ト

マ

ヤ

ウ

ア カ マ

ク ロ マ

- イ マ

ツ
ツ

ツ

ツ

ツ

ヨーロッパアカマツ

コ ウヤマキ科 コ ケ ヤ マ キ
ス ギ科 メ タ セ コ イ ヤ

ス

コ ウ ヨ ザウ

ヒ ノ キ 科 ヒ ノ

サ ワ

ネ ズ

コ ノ テ ガ シ

ネ ズ ミ サ

ビ ャ ク シ

ギ

ソ

キ

ラ

コ

ワ

シ
ソ

㊥

㊥

㊥

㊥

○
㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

@

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

㊥

@

○
㊥ ㊥@㊥㊥○㊥

〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇〇〇㊥○

○
○

㊥

ルミ科三言芸

/

/日㊥

バ ノ キ 科 ク マ

サ ワ

ッ ノ ノ､

ウ ダ イ
ネ コ

ダ ケ カ

フサ ーヂク

カ ツ ラ

ラ

科

科

料

科

料

i

,

葦

o

オ ノ オ レ カ ソ /:

ズ メ

ミヤ マ - ソ ノ キ

ミヤ マ ヤ シャプシ

ャ マ - I/ ノ キ

コバノヤマ-ソノキ

ヤ - ズ - ソ ノ キ

㊥@

∴ヨ㊥

○○㊥○@
ギララシリレウ

㊥
㊥
㊥

キ

キ

ワ

ワ

ゾ

㊥

㊥
@

ネ

ギ

マ

ラ

ラ

ヌ

ズナ

コ ナ

ツヤヤフカヒアミゴ

バ

リ

ク

ド

ル

ク

グ

ザ

ツ

マ

サ

○
○

ラ

ビ
ビ

ツ

ケ

カ

ア

ハ

ヶ

バ

ロ

ッ

どケアウ≡

○
○
㊥

ギ
ジ
キ

ツゾラフ

ォノ

〇〇〇〇〇@

〇

〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
○
○
@
○
○

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

〇

〇

〇

〇
〇
〇
○

○



56 伝.･･)Lll大学た学宇部苅田柿胡告 第7号 (1970)

樹 種 -一一一､.

ク ス ノ キ 料 ダ ン コ ウ

ヤ マ コ ウ

ク p モ

ア ブ ラ チ

オ オ バ ク ロ

○イ′ヽ

I,'

ヤ

モ

ユキ/シク科イワガラ

㊥

シジンジ,,､

≡J

7

:

U

三

ウ

ニ

y

Ii
t
i
｡

ヤ て ア ジ サ イ

コバ

7ジサ

イ

カ

ウツ

スグ

イ

○
○
○
○
㊥

ギ

ギ

リ

ツウ

コマガタケスダリ

マンサク科マソサク

㊥〇〇〇ギギケキ

-ラ村ユキヤナ

コ ゴ メ ツウ

シ′･モツ

ヤマプ

輩 毛呂
ナ ワ シ P イ チ ゴ

ノ イ バ ~､.ラ
テ リノ､ノ イ パ ラ

ヤマテ リ- ノイバラ

ス モ モ

ウ ワ ミ ズ ザ タ ラ

イ ヌ ザ タ ラ

チ ョ ウ ジ ザ ク ラ

ミ ネ ザ ク ラ

マ メ ザ ク ラ

〇〇〇〇〇

〇
〇
〇

〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
㊥

〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇
〇
〇

〇

〇

〇
〇
〇

〇

エドヒガン

ソメイヨシノ

ヤマザクラ

カスミザタラ

オオシマザクラ

ミ ヤ マ ザ ク

ク

Eie

ズ

求サ

ラ

ケ

ゴソりコノゾ

ナシ

ザイフリボク

カマツカ

○@○○㊥○○

○
@

@

○
ナソキンナナカマド

クカネナナカマド

ウラジロナナカマド

ナナカマド㊥

㊨

キチキノカノ

㊥

○

ギ

ギ

ズ

ヽ

ノ

ヽ

′

ノ

マ

ギヤ

ヤ

ミ

ク

ナツ

マ

コ

フ

ハリエソジ ギジユ

トゲナシニセアカシア

ミカソ科サンショウ

アサクラザソショウ

○○㊥㊥

イヌザソショウlO

コキッニシヒヤス

科料科料

サ

キグシ

ソゲ

カタル

ウ

ニトツウ

クサギ

ハシガラウル

ルメマ

〇

〇
〇
〇
〇

〇

〇
〇
〇
〇

○
㊥

○
○

〇
〇

〇

○
○
㊥

㊥ ●
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･二日 :･ :… 叫 目 上 ･= ●l･'･:･lHI'･.i.:= :.:;

ニ シ キ

マ サ

●

iii i 美 奈 岳

ク ロ カ ン バ

コバノタロウメモ ドキ

ク p ツ パ ラ

ブ ド ウ 秤 ヤ マ ブ ド ウ

エ ビ ツ ル

サ ソ カ タ プ ル

ノ ブ ド ウ

キ レ ハ ノ ブ ド ウ

シ ナ ノ キ 科 シ ナ ノ キ

マ ク ク ビ 料 サ ル ナ シ

マ ク ク ビ

ミ ヤ マ マ ク ク ビ

キ ブ シ 科 キ ブ シ

グ ミ 料 ナ ツ グ ミ

ウ リ ノ キ 科 ウ リ ノ キ

ウ コ ギ 科 タ ラ ノ キ

コ シ ア ブ ラ

ヤ マ ウ コ ギ

- リ ギ リ

ハ リ ブ キ

ミ ズ キ 科 - ナ イ カ ダ

ズ キ

ヤ マ ボ ウ シ

アメ リカヤマポウシ

イ ワ ウ メ 科 イ ワ ウ メ

リ ョ ウ 7.,科 1) ヨ ウ ブ

ツ ツ ジ 科 ミヤ マ ホ ツ ツ ジ

ホ ツ ツ ジ

コ ヨ ウ ラ ク

ウ ラ ジ ロ ヨウラク

- クサンシヤクナゲ

キ バ ナ シヤ クナゲ

バ イ カ ツ ツ ジ

ヤ マ ツ ツ ジ

トウゴクミツ/:ツツジ

レ ソ ゲ ツ ツ ジ

ウラジpレ ンゲツツジ

サ ツ キ

キ リ シ マ ツ ツ ジ

モ チ ツ ツ ジ

ツ ガ ザ ク ラ

ア オ ノ ツ ガザタラ

〇

〇

〇

〇

〇

@

○

○○㊥○○@㊥㊥

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○

○

㊥

〇

〇

〇

〇

〇
@

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○

○

○

○



58 宿州大･*岩空車邦訳習称闇告 筋子号 (1976)

㌃ 種 讐 讐 齢 酬

ミ ネ ズ オ ウ

コ メバ ツ ガザクラ

ハ ナ ヒ リ ノ キ

ウスユキ/､ナヒ1)ノキ

ウ ラ シ マ ツ ツ ジ

ネ ジ キ

ナ ツ - ゼ

サ ラ サ ド ゥ ダ ソ

シ ラ ク マ ノ キ

コ ケ モ モ

ク ロ ウ ス コ

オ オ バ ス ノ キ

ア ク ッ パ

- イ ノ キ 科 タ ソ ナ サ ワフタギ

サ ワ フ ク ギ

エ ゴ ノ キ

- ク ウ ソ ボ ク

オ オ バ ア サ ガ ラ

モ ク セ イ 料 ミ ヤ マ イ ボ タ

イ ボ ク
オ オ バ イ ボ ク

チョウセソレソギョウ

ム ラ サ キ -シ ドイ

シ オ ジ

ヤ チ ダ モ

コ バ ノ トネ リ コ

フ ジ ウ ツ ギ科 フ ジ ウ ツ ギ

0
0
0
0

0
0
0

〇
〇
〇
〇

ク マ ツ ゾ ラ科 ム ラ サ キ シ キ ブ
タ サ ギ

ゴマノ-グサ科 キ

ア カ ネ 科 - ズカソク

ス イ カ ズ ラ村 ニ ワ ト

エ ゾ ニ ワ ト

ミ ヤ マ ッ ク'

オ オ ガ メ ノ

ラ

コ

コ

レ

キ

カ ソ ボ ク

○
㊥

㊥

㊥

空 き=oo

ガ シ ュ ウlO
マ メtO

イ ホ 科 喜 子 ,･,9‡ ヨ ｡

〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
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4.学 名 索 引

59

ALANGIACEAE･････---･･--････.･--･････.･19

Alangium

platanifoliumvar.triloba-- ･･･････.････-49

hdinolepIS

Acanthopanax･･ ･-･･･--.･-- - - ---- ･-･･19

sciadophylloides------ ･-･-･-- --49

aidzuense

argutum

capillipes

carpinifolium ---- ------･･･--･-47

caudatumssp.ukurunduense--･- -･-47

cissifoium

crataegifolium･･---･----‥-----47

distylum

JapOnicum

f.dlSSeCtum･ ･- 47

nikoense

palmatum

ssp.amoenum--- -･-･---- - --･-47

ssp.Matsumurae-･･--- -･--- ･･-t47
rufinerve

sieboldianum ---･･- -- ･------ ･-47

tenuifoilum-=-･--･･--- ----- ･--47

tschonoskii- - ----- -------･-47

ACERACEAE- ---- -･-･- ･---- = --･45

Actinidia

arguta

polygama

ACTINIDIACEAE-------･-- ･･-･･--49

turbinata

pentaphylla-･-･------･･-- ----39

firma∀ar.hirtella------ ･--･--･-36

hirsutavar.microphyHa･･･ ･･-･･･ ･･-･･-･･･37

var.sibirica･･ .････････-･･････.････････････ ･･･････36

Amelamchier

brevipedunculatavar.heterophylla･･-･-48

f.citrulloides--- ･- -･-･･- =-- ･-48

ANACARDIACEAE - -..rT.---- ---･･-45

AQUIFOLIACEAE-----･------- --45

Aralia

elata

ARALIACEAE ･--･- --- - - --･- --49

B

BERBERIDACEAE--------････---･-39

Berchemia

maximowiczii --･-- ----･･････- ･･･- -=36

platyhyllavar.Japonica- ･･-･ ････.･･ ･･･ ･･-･36
schmidtii

BETULACEAE - -･-･---･-･--･-- --35

Broussonetia

kazinoki

Buckleya

lanceolata

Buddleja

Japonica

8

8

8

2

2

3

3

3

5

5



60

1aPOmica

伯州大学放学tJiはi習林報JL･ ftll,-7i1- (1970)

sicboldiana-- --･････- -･･･- ･.･･････ ･--･36

CAPRIFOLIACEAE-- - --- - --- --･52

Carpinus

cordata

Japonica

Castanea

crenata

CELASTRACEAE- --･ ･-･- --･･- ･--･45

Celastrus

orbiculatus-･-･---･---- -----45

CEPHALOTAXACEAE - ･- - =-- - --33

Cepbalotaxus-‥--- - ･ ･･･------ --33

harringtonia-- --- --･･- ---- --33
CERCIDIPHYLLACEAE- ･- ‥ ･･-----･38

Cercidipbyllum ････ ･ - ---･ ･--- -･- --38

Japonicum

Chaenomeles----- --- --- --- -･42

ChamaecyparlS･ ･･34

pisifera

Cladrastis

Sikokiana

barbinervis-=----- --･･------50

CLET王iRACEAE - ･t t - ---･t ･-･-- --50

Clematis

apiifolia

var.biternata-------･--･- ---54

Clerodendron - ---･- -------- --52

tricI10tOmum - -･-----･- ･----･-･52

Cocculus

trilobus

CORNACEAE- - - ･---･･---- ----･･50

controversa･-･--= - ------ ----50

kousa

Corylus

Cryptomcria

CUPRESSACEAE･･-‥ -･･.･･ ･･--- ･･-33･3.i

D

E

ELAEAGNACEAE･････-････-････････････-･.･････49

ElaeaglluS

multifloraγar.crlSpa･--･--･- - --･49

EIlkiantbus

campallulatus･- ･-=- ---- -･-･ ･･--51

ERICACEAE - -‥-----=- ----- --50

Euonymus

melallanthus･- --･･--･･- ----=--･45

0xyphyllus･---- -･--･- ･- --- --45

sieboldianus----- --- ---･-･----45

EUPHORBIACEAE ---･--･-･-- -‥--44

EUPTELEACEAE- -･-- ･--- - ･･ ･--･-38

F

FAGACEAE 37

37

37

37

52

lanuglnOSa γ ar.Se rrata-･------･- 52

G

Gleditsia

Japonica

GRAMINEAE･･ ･-･-･ ････････ ･････.･･ ･･･ ････-･ ･････54

H

HAMAMELIDACEAE--･--- --- --･40

Hamamelis

●
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JapOrlica

llelwingla

Japonica

IIIPPOCASTANACEAE---･---=- - --･47

ⅠIydrangea

involucrata- - - ･------- ･--- ･=-40

paniculata

petiolaris

macropoda

pedunculosa･････-･････････.････..････-･･････.･･････45

Indigofera

pseudo-tinctoria･･-.････..･･.･--･･.････.･･･-44

J

JUGLANDACEAE--=--･･･-- -･･-- -･--35

mar】dshuricassp.sieboldia11a･･- --- --35

Juniperus------- --･- --- ･･･-･33･34

chinensis

Kalopanax

septemlobus-- --- ---- ･-･-----49

L

LAURACEAE------ ･---- ------39

LARDIZABALACEAE--- --- ･-- -･-･39

leptoleplS

LEGUMINOSAE-----･･---･-----･-43

Lespedeza

bicolori.acutifolia･･･- -････････--･--･･.13

●

61

cyrtobotrya･･･- ----･･･････････-････････.-43

Ligustrum

ohtusifolium････････････････-･･･.･-･･･.･･･.････････52

0valifolium ･･･････.･･････････････････.･･-･.･.･･･････51

tscllOnOSkii--------･-- ･--･--･-51

LILIACEAE

obtusiloba

umbellata

54

39

39

39

ssp.membranacea-- ----･- ----39

LOGANIACEAE----･‥･---･--･-･･--･52

gracilipes

var.glandulosa--･- ･--- --･- --53

LORANTHACEAE----------‥---38

Magnolia

salicifolia

MAGNOLIACEAE- - - ･--- --･･-- ･-･39

baccatavar.mandshurica･･･=･.･･･････-････12

Meliosma

myriantha

.12

18

48

48

MENISPERMACEAE -- - --‥ -=----39

MORACEAE .･･.･.････.･･.････････- -･･････････････38

OLEACEAE



62 伯州大学出学E'i;抗召林胡'JL]-･ ち′;7号 (1970)

scandensγar.mailei- --=･･--- --･-52

Parabenzoin

praeCOX
Paulownia

Phellodendron･･･- - ･･････- .I-･-･････････-･.-･･44

amurenSe

Philadelphus

Picrasma

4

ハU

O

3

3

｣】
11
4

3

3

quassioides--- -･- - ･･-･･- ---･=･-44
PINACEAE

densiflora

koraiensis

sylvestris

thunbergii

Pourthiaea

villosaγar.1aevis---- ----･･･----･43

buergeriana-=---･･-･---･- --- --42

1annesianassp.verecunda‥-･-･･･- --42

maximowiczii- --･---- ･--･-･-- ･-･42

pendulaf.ascendens･- -･--･- ---- --42

pyrifoliavar.culta･････---････.････････････42

Q

acutissima

mongolicaγar.grosseserrataI- ･--- -･-37

R

RANUNCULACEAE･- ･･-‥-････---･---5⊥l

RIIAMNACEAE･-･････････- ･･･････---･････-.18

Rhamnus

dahuricavar.nlppOnica･- - - -･･･- --48

Japonicaγar.micropbylla･･---･-･---48

Rhododendron･･-- - - --･-･--- ･-- -･50

var.glaucophyllum---･- -------50

kaempferi

semibaTbatum-- - --- --- -･-･---･50
wadanum

chinensis

trichocarpa- -･---･- --･･- ‥----･･･45

pseudo-acacia･----- --- - -･-･･･--44

f.bessoniana･--- -･-- ---- ･---44

luciae･-.･････-･･･.･････････････--･････-Ll～'･'-t････-41

multiflora

wichuraianaH------･- - -------41

ROSACEAE

RUBIACEAE････-･t･･-･-------･･-･･･52

Rubus.‥'-''-'-'''''''''-'''-I:'軍 r･'………●41
crataegifolius-- -･- -･∴-･-････-‥--41

meSOgaeuS

palmatusvar.coptophyllus･--- --･- ･-41

parvifolius--------･-･- ･･･-=--41
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phoenicolasius-- - ･--- -=---･--=･･41
RUTACEAE

S

SABIACEAE -･･･-----･-‥- --- ･-17

SALICACEAE-- - -･--･･------ ･-･35

gracilistyla-･-･-･-- -･--- -･-- -･35

sachalinensis--.･････.･ ･---･---･･･････35

Sambucus

racemosassp.sieboldiana-------･52

SANTALACEAE -･ - -･-･---- -=--38

JapOnicum

SAXIFRAGACEAE･･ ･･･-･･ ･･-･･ ･･-････ ･･･････iO

Scllisandra

Schizopllragma･･--- -･･---･-- ----40

hydrangeoides------ -･-- i- - ---･40

SCROPHULARIACEAE･･ ･･-･･-･･- ･･ ･･-･･-･52

SIMAROUBACEAE.････ ･-･････-･･････ ･･･ ･･･-I.･･44

･44
一4
4

3

3

5

5

5

.4
4

commixta∀ar.rufo-ferruglnea-･- --‥43

STACHYURACEAE- ･･ ･-･-･･････ ･･･-･･- ･･････49

Stachyurus

praeCOX

Stapllylea

bumalda

STAPHYLEACEAE- --･- - ･- --- --45

Stephanandra･･--･--･･-･･--- ････--‥-･･41

63

STYRACACEAE･------------‥---51

SYMPLOCACEAE----･---------51

Symplocos

chinensisver.1eucocarpaf.pilosa---･･51

T

TAXODIACEAE------- --･-･-･-･-34

orientalis

TILIACEAE

Tripetaleia

34

34

48

48

48

50

palliculataγar.latifolia- -----･--･50

TROCHODENDRACEAE･- - --------38

Trochodendron-‥--･- - --･- ･--･-･-･38

aralioides

U

ULMACEAE - ･---- ･･･--･ ･-･=-- --･37

davidianavar.Jaロ)nlCa- - ･･ ･････-･ ･･････137

Vaccinium

VERBENACEAE - ･･----- - - ･･･--･･･52

Viburnum

dilatatum

phlebotrichum･-- -･---- --- ---･53

plicatum∀ar.tomentosum- --- ---53~
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album∀ar.coloratum-･- --------38
VITACEAE

colgnetiae

ficifoliaγar.lobata- ‥----･- ---･48

Z

Zanthoxylum -- ------ ･----- --44
plperitum

f.illerme- - - ･--･･-----･- -･･-･44
schinifoIJ.um･.･････････,････････････････････.･････.･･･44

●

●
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5.和 名 索 引 ()内は別名

ユゾェノキ
7

(アオダそ)

アオツゾラフジ- --=- --- ‥･---‥-･-･･39

アサクラザソショウ-･- -･--･--- ･- --･44

アサノハカエデ･･- - --- ‥-･-- ‥--- --47

イタヤカ

イヌガヤ

イヌコ])ヤナギ- -･･･- ･･ ･ - ･･-.-･･･- ････.･････35

イヌザタラ

イヌサンショウ･- ---･･-- ･･--- ---･--44

(ウシコロシ)

ウダイカ'/ノ

ウラジロノキ

ウラジpモ

ウラジロレンゲツツfジ-･･ ･･-･-.･･ ･---･--･50

ウリカエ

ウリノキ

ウリ-ダカエデ- - - -･--- --･- - ･- -･-47

ウワミズザクラ-- --･ ･ - - ･-･- ･- - ---42

エ

●

65

エゾノコリンゴ- - ･-- ‥--- - --- -･--42

エ ドヒガン

エビガライチゴ-･--- - - -･･-- --･--･41

オ

オオバァサガラ-- ･---･-･･-･･- --･- --･･51

オオバイボタ

オオバクロモジ--･-- --- -･-･--‥--39

オガラバナ

オ トココウゾメ- - ･--- --------- --63

オノエヤナギ

オノオレカンバ=- - ---=---- --･-･-36

カスミザクラ

カラコギカエデ･-- ･--- - - ･--- ････---47

キL/-ノブドケ ･･-･･.-- - ･ ･･-･･.･ ･-･････-･･-48

キンギソボク- ･･---- ･･.･･- ---･一 ･.･-･53

ク
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クロイチ コ

クpツバラ

クロマッ

クロモジ

コアジサイ

コゴメウツ

コシアブラ

7

1

5

8

7

1

8

4

9

8

3

一4

3

4

3

4

4

3

3

3

コ-ウチワカユデ･････---.--.････････-- ‥-47

コバノガマズ

コ':ノタロウメモドキ- --I- -･･･- .-･-･･-48

コバノトネ リコ- ･･････- --- --- ･--･- --52

コパノヤマ-ソノキ･･----- ---･- ----37

コボタソゾル

コマ1/フ~千

ゴヨウアケ

(ゴソゼツ)

(サイ-ダカンパ)- .･･---･･-- .･･･---･･･-･36

ザイフリボク

サビバナナカマ ト--- -･- ---------43

サラサ ドゥダソ･- - - ･･--････- ---- ---51

サノレナう/

サ′レー7メ

サ ワブル

サ ンカクゾ ル

サ ソショウ

シナノキ

う/-tツケ

.Ir

LL7

6

5

1

一斗

8

4

5

3

3

4

5

3

4

4

CQ

1

6

5

4

4

3

4

53

34

40

53

ス トローブマツ････-･･-- ･-･･- ･･-- ･- ---34

(セソノキ)

(タニガワ-ンノキ)-- ----- ･-･- ･･∴-37

クマアジサイ

(タマイブキ)

0

4

9

9

4

3

3

4

タンナサワフタキざ･---- -････-.I- -･--･51

チ

チ ドリノキ 47
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チョウジザクラ--･- ･-‥- ---･- --･･=-42

チ ョウ七ソマツ-･---･- --･-･---- ---34

チソ トウトゲナシ-･-･･- ･･--- ･-- ---44

ツ

ツクバネウツギ･--- -------- -----53

ツノハう/I:

ツルウメモ ドキ-･- --- - - -･･------45

テ

テ1)-ノイバラ-----.･--･･･..･= -･---41

ト

ドイツトウヒ

トウゴクミツバツツジ- -･-‥--- - ----50

(トゲナシ二七アカシャ)----･-------44

ナワシロイチゴ- --- --- - -･- --- --41

(二七アカシア)---･----･----･-- --44

ネコヤ

ネジキ

ネズミサ シ

●

バイカウツ

バイカツツ

67

-ウチワカェデ- -- -- - ･-･--･･----･47

(-カリノメ)

-クウソポク

ハクサソシヤクナゲ- ---- --- - =-･-50

(-タンキョウ)-- --･=-･----- ----41

バ ッコヤナ

-ナイカタ

- 1)tソジュ

- リギ リ

ノヽ′レニレ

0

4

9

7

5

4

4

3

ヒ

ヒトツバカエデ-= ---- ･･- --- =-- ･-･46

ヒナウチワカェデ- - -･- --- --･- -=-･47

(ヒョウタソボク)- - -･--- ---- - - --･53

7

フサザクラ
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ヤマウグイスカグラ-･- -- - = -------53

ヤマウルシ

ヤマガシュウ

ヤマグルマ

ヤマザタラ

ヤマツツジ

(マルバカエデ)----------- -- - - --46

ミヤマウグイスカグラ- -･･- - ---- - --53

ミヤマガマズ

ミヤマザクラ

ミヤマハハソ

ミヤマヤシャブシ- -･-- - ‥-- ･-----･36

ミネ

モミジイチゴ

49

45

54

38

38

42

50

ヤマテリ-ノイバラ･- ･--- ------ ･--41

ヤマナラシ

ヤマハンノキ

ヤマブ ドウ

ヤマボウシ

ヤマモ ミジ

ヨ

(ヨグソミネバ リ)= -･- ---･---- ･- ･--36

ヨーロッパアカマツ-- ･- ･････-･･･- -････-････34

リ

リキダマツ

50



.●

●

凡 例

樹 托 喰記号 樹 椎 特i1号

ア ク シ バ Hj シ ラ キ Sj
･Ziス モ モ Ps

アサ ノ- カエアAa ス グ りRs
ア ワ 7' キ M ソ ヨ コ'lp
イ ヌ ザ タ ラ Puダ ケ カ ン バBe
イ ヌ ブ ナ FJ' タ ム シ ′くMt
イ r7 サ ウ ミ Shタ ラ ノ キ Ae
ウ タ■イ カ ン ′ヾ Bmタンナサワ7タギ Co
ウ ラ ジ ロ ノ キ Srチ ョ ウ-t=ンマ ツ P

Rgツ タ バ ネ Bl
ウ リ ノ キ Ap Hp
エ ゾ ノコ リンゴ Ms Rl
エ ビ ヅ ノレ Vf ト チ Al
オ オバ アサ ガ ラ Soナ ツ グ ミ E(:
オ オ バ ィ ,ifタ LO ニ ガ キ Pq
オ U ラ バ ナ At】 Pb
オ ノオ レカ ン′ヾ Bs′ヽ )レ ここ レ Ud
-オ ヒ ヨ- ウ Ul Rp
カ ツ ラ Jsフ ジ ウ ツ ギ Jh
カラ コギ カエアAgブ ナ Fc
辛 - タPaホ ソ エ カ エ アAm
ク サ ギ Ct Tp
ク ロ モ ジ Luマル バ カ エ アAd
コ ウ ㌧′Bpマ ユ ミ Es
コ ゴ メ ウ ツ ギStマ ン サ タHm
コ シ 7 7'ラ As Ac

Veミ ネ カ エ アAt
RV Vw
Ak Me

コ ープ シ Mkメ ギBt
サ イ カ ナGiメ グ ス リ ノ キ An
ザ イ 7 リ ボ ク AS ヤ ｢ リ ギ Va

SV ヤ 7'ア マ リ Vp
サ ワ グ ル ミ Prヤ マ ナ ラ シ Ps
サ ワ r ツEmヤ マ ′＼ン ′ キ Ah


